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たのが第5図である。すなわち青米歩合は登熱期間の

平均気温ならびに最低気温と負の相関がみられる。最

低完温が低く経過することが1億総級数の多い稲に対

して，より青米の発生を促すものとみられる。本試験

では平均20℃以下および最低気温15℃以下におい

て15％以上の青米の発生が認められる。なお玄米形

質からみた育米は玄米の形成，肥大　成熟の発育段階

に認められるものであり，条件が伴えば育米の発生は

少ないものと言われるが昭和44年のように登熱に入

る段階において稲体の書斎澱粉が少なく，かつ登熟の

各過程において同化量の少ない場合は，1穂総枚数の

多少，茎葉の窒素壊度および登熟期間の気温の各要素

は育米の発生に影響することがきわめて大である。

4．　ま　　と　　め

t l癌総枚数が多く，かつ驚熟中期において茎糞

の窒素濃度の高いものは育米の発生が多く，さらにこ

の傾向は驚熟期間の気温の低下（平均気温20℃以下，

最低気温15℃以下）によ・り助長される。
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2・したがって，1穂総級数の増加と後期栄養に力

点をおいた多収栽培法は，品種の特性ならびに菅熱期

間の気象条件，とくに気温との関連において品質低下

要因の影響が大きくこれら栽培法は検討を要する。い

わゆる出穂期以降において茎葉の窒素践度の高い，か

つ1軽総級数（とくに2次枝梗）の多い稲は萱熟に関

与する条件の影響を受けることがより大きく，品質の

変動しやすい要因を内包している。

5・鴇精歩留ならびに貯蔵性の高い玄米の要件は未

熟粒が少なく，穀粒歩合が高いことである。

この見地から穂数による期待籾数の確保に重点をお

き，かつ出穂期以降とくに萱熟中期において茎葉の窒

素療度を高めないことが望ましい。このことは品種の

特性とも関連がありとくに昭和44年のように生育の

遅延が大きく，かつ着粒数の多い中晩生の穂重型にお

いては出穂前の稲の体制と蓄積養分の少ない点に問題

があり，さらに登熟期間の気象条件が低温に経過する

場合にはとくに強調される。

15N利用による深層追肥用肥料の種類と肥効の差異

蜂ケ崎君男・高　坂　巌・島田　晃雄

（青森県貞試）

1．　ま　え　が　き

水稲の深層追肥用肥料として用いられているものに

は，固形肥料，汲肥，粒状化成肥料などがあり，この

中で近年施肥機の開発により伸びつつあるのは粒状化

成肥料である。粒状化成肥料は機械の構造上，固形肥

料や液肥とちがって粂施されるという特徴がある。

固形と液肥の追肥時期の比薮において，固形は10．5

稟期（集合指数75），液肥11．5菓期が好結果を示した

との報告がなされている。しかし，現在のところ深層

追肥の適期は出穂55日前を中心として前後5日間と

し，その年の生育の推移や天候の状況によって追肥の

適期を指導しており，肥料の種類によって追肥適期に

相違があることの指導はなされていない。

これらのことから，肥料の種類によっていかなる肥

効の相違があるかを明らかにしようとして，招和44

年1知を利用して試験したのでその結果を報告する。

2．　試　験　方　法

一区画の均一栽培された圃場に基肥を施用して栽培

し，その中に各処理区を設定した。

深層追肥に用いた1511入り供託肥料は，固形（5－

5－5），粒状化成（15－5－15）および液肥（15N

硫安の水溶液）であり，固形および粒状化成肥料はそ

れぞれ日本肥糧K．X．，日東化学R．X．において厳密に製

造されたものである。

施肥量は第1表のとおり，追肥はⅣ量のみあわせ

た○施肥法としては，固形の場合千鳥に2抹当り1個

を約12mの深さに挿入し，5粂間に連続的に施用し

た。粒状区は長さ90彗　幅25（潤の2枚のトタンを粂
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第1表　　試験区名および施肥量

区　　 名

基　　　　 肥 （タ／雇 ） 深 層 追 肥　 （タカ タ） 供　 託　　 肥　　 料

N P 2　 0 5 Ⅹ2 0 封 P 2　0 5 K 2 0 15 N　 e x c o 8 8 ％

固　　 形 5．0 1 0．0 1 0．0 a O　7 a　O a　O 4，8　6　0

粒　　 状 5．0 1 0．0 1 〔し　0 a　2　° 2．0 8．0 4，6　5　9

液　　 肥 5．0 1 0．0 1 0．0 8　0　2 0 0 4，7　7　7

間12（Ⅶの深さに挿入して，そのトタソを開いて肥料

を落下した後トタンを抜き取り5粂間に連続的に施用

し，機械施肥と同様に施肥されるようにした。液肥区

は固形と同様の個所に10珊∠のピペットを用い12（刑

の喪さに吹き出して施用した。区外は市販固形を用い

て生育差を少なくした。なお，深層追肥は7月8日に

実施した（出徳期より55日前深追）。

供試品種はレイメイで，栽植密度は扉当り21．8株

（50ズ15cm）2本値である。

第2表　　生　育　状　況　（1）

分析用試料は各回とも2条より8珠を抜き取り，そ

の中から生育中庸な4株を試料として採取した。

5．　試．験　結　果

1．生育状況

7月15日以降の生育調査は分析試料として抜き取

ったものについての調査であるが，生育状況は第2，

5表に示すとおり，深層退肥後18日日ころより出穂

期ころまで固形に比べて粒状，液肥の草丈がやや長く

項 目 区 名 6 月 2 5 日 ‘ 月 5 0 日 7　日 8　日 7 月 1 3 日 7 月 18 日 7 月 2 5 日 7 月 2 8 日 8 月 2 日 8 月 1 5 日

草 丈

（ロ閻）

固 形 4 0．8 4 2 ．9 5 0．8 5 4 7 5 エ 9 ‘ 5．0 7 5．8 7 ス 1 9 5 ．1

粒 状 4 0．d 4 5．0 5 5 ．5 5 9．4 7 0．0 8 0．2 8 4 5 9 8 ．5

液 肥 4 0．5 4 5．0 5 5．1 d n 8 d a d 7 Z l 7 9．8 9 4 8

茎 数

（本 ）

固 形 4 9 6．9 1 2 ．0 1 5 ．5 1 鼠 5 1 鼠 0 1 鼠 8 2 0．5 1 9．0

粒 状 4 8 Z D 1 占．0 1 9 ．5 2 0．8 2 1．8 2 0．7 2 0．5

液 肥 4 9 ヱ 2 1 占．7 2 1．1 2 1．5 2 1．0 2 0．d 1 8．8

第5表　　生　育　状　況　（2）

区　　　 名
1 0 月 7 日 兼 任 別 業 身 長 他 （C沼 ） 出 穂 期

（月 ・日 ）程　　 長 穂　　 長 療　　 数 止　　 菓 次　　 葉 5　　 薬 程　　 長 頼　　 長

固　　　 形 8 0．5 2 2．5 1 ス8 2 9．0 5 5．9 2 8．7 7 5．8 2 0．2 a l O

粒　　　 状 8 0．9 2 2．5 1 8．0 5 0．1 5 9．占 5 5．7 7 5．2 1 9．8 a l O

液　　　 肥 7 8．6 2 1．9 1 ス5 2 9．5 うえ5 5 m 4 7 0．0 1 9．8 a l O

経過し，最高茎数においても粒状がやや多い。成熟期

の程長，穂長，徳数ではほとんど差はみられない。糞

位別業身長をみると，次葉，5薬に差がみられ，粒状，

液肥，固形の頓となっており，肥効発現の遅速を反映

しているとみられる。

2．乾物重およびIlの吸収経過

第4表にみるとおり，乾物重は大差なく推移してい

るが，成熟期の茎葉重および扱重はやや固形が重くな

っている。

茎裏のⅣ含有率は追肥後5日日以降固形に比べて粒

状，液肥は高く経過し，10日目，15日目の粒状区

はかなり高い墳度を示しており，やや遅発分・けつをう

ながす要因ともなり，葉位別業身長では下位葉身長の

増大をもたらしているものと考えられる。しかし追肥

後25日目においてはう区ともほぼ同じN濃度を示

し，出穂期以降では固形区がやや高い法度で経過して

おり，肥効の持続性に差のあることがうかがわれる。

Nの吸収経過は，追肥後出穂期以前においては粒状
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第4表　　乾物重および窒素分析結果

謡 日

区 名 位

ス15 7 18 7 2 5 7 28 a 2 a 1 5 鼠　2 10．7

茎　　　　　　　　 葉 茎葉 籾 計 茎葉 扱 計 茎葉 籾 計

乾　　物　　重（グ／〝㌔）

固　　 形 1 8 8 2 2 5 2 7 0 5 7 5 4 8 4 d 2 8 9 2 7 2 0 d 8 7 4 2 9 t l l d 6 7 d 8 1 8 t 4 9 4

粒　　 状 1 5 9 2 2 9 2 7 5 5 8 8 4 8 0 d 4 7 7 0 7 1 7 d 8 2 5 8 8 1 0 7 0 6 5 0 7 7 d 1 4 0 8

液　　 肥 1 6 8 2 5 8 2 9 0 5 8 2 4 8 8 d l O 7 0 ‘ 8 0 8 4 5 5 9 7 1，0 4 0 8 1 5 7 7 4 1，ち 8 9

N　含　有　率く乾物％）

固　　 形 2 ．5 7 2．2 4 2．5 2 2．2 8 2 ．1 4 1．7 8 1．5 5 1．2 5 1．2 8 n 7 7 1．5 0

粒　　 状 2 ．7 8 2．8 8 2 ．9 4 2．5 7 2 ．5 0 1．占 占 1．5 7 1．1 d 1．1 1 n 7 2 1．1 9

液　　 肥 2 ．7 5 2 ．° 5 2 ．5 4 2 ．2 8 2 ．1 0 1．8 8 1∴5 5 1．2 0 1．1 2 n 7 2 1，2 1

N　吸　収　量（夢／〝㌔）

固　　 形 5．9 8 5 ．0 4 8．2 6 8．4 8 1 0．5 6 1 1．0 5 1．2 4 1 2 ．2 9 8 4 5 5 ．4 9 1 5．9 4 5 ．2 1 1 0．°5 1 5．8 4

粒　　 状 4 5 9 8．5 5 a O 9 鼠 9 7 1 1．0 4 1 0．7 4 n 9 8 1 1．7 0 Z 9 1 4 5 1 1 乙 2 2 4 5 4 鼠 2 5 1 5．7 7

液　　　 肥 4 5 9 8．2 6 ヱ5 7 a 7 1 1 0．2 5 1 0．2 5 0．9 5 1 1．1 8 7 7 2 4 4 5 1 2．1 7 4 4 5 鼠 5 7 1 5 ．8 0

15N exco88　％

固　　 形 a 2 1 5 n 7 2 4 1．4 4 0 2 ．0 4 4 2 ．0 8 2 2 ．2 1 4 2 ．° 7 9 2 ．1 9 1 2 ．2 4 0 1．‾8 8 5 1．9 2 7

粒　　 状 n d d O 1．7 8 1 2 ．5 9 5 2 ．8 4 8 2．5 8 4 2 ．5 1 6 2 ．4 4 1 2 ．5 5 2 2 ．2 8 5 2 ．2 2 5 2 ．0 9 8

液　　　 肥 n 5 0 0 1．4 9 9 2．0 2 占 2 ．0 5 9 2 ．4 5 9 2 こ5 1 4 2．5 占 0 2 ．4 2 1 2 ．2 0 5 2 ．1 5 5 2 ．0 6 1

ラベ′レN吸収量（牙／†好）

固　　　 形 n 1 8 n 7 8 1．9 5 5．7 2 4 8 5 5 ．2 5 n 7 1 5 ．9 ° 5．9 7 2 ．8 4 占．‘ 1 2 ．1 1 4 4 0 ‘．5 1

粒　　 状 n d 2 2 ．4 9 4 1 8 5 ．8 9 ‘．1 5 5 ．8 2 n 5 1 6．5 5 4 5 2 2 ．1 2 ‘．4 4 2 ，1 8 4 1 7 8 ．5 5

液　　 肥 n 4 8 1．9 （～ 5 ．1 5 5．7 5 5．2 5 5 ．5 9 n 5 0 5，8 9 5．9 1 2 ．0 5 5．9 8 2．0 0 4 0 4 8 ．0 4

アイソトープ吸収率（％）

固　　 形 2 ．2 乳 7 2 5 ．9 4 8．1 5 ス 4 7 5 ．9 8 1．9 8 m 7

粒　　 状 7 5 5 0．1 5 0．8 占 8．9 7 4 5 7 °．d 7 8．0 7 占．9

液　　 肥 6．0 2 4 4 5 鼠 0 4 6．8 d 5 ．2 7 5．4 7 4 5 7 5．5

区の吸収量が最も多く，出穂期以降では固形区の吸収

量が優る結果を示している。

5・深層追肥Nの吸収経過

ラぺ′レNの吸収量および吸収率は第4表に示すとお

りであり，また追肥されたNの吸収経過を77㌔当り各々

8才の施用に修正して出穂期までについてみると第1

図の如くである。

退肥後5日目から各肥料の吸収に大きな差を示し，

10日目の吸収率は粒状50％，液肥24％，固形10

％を示しており，固形に比べて粒状，液肥はかなり速

効的であることが認められる。出穂期でみると粒状は

やや高いがほぼ同様の75％前後を示し，出穂期以降
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第1図　究層追肥Ⅳの吸収経過

では固形の吸収量が長も多く，最終的肥料の吸収率で

も固形がやや高く81％を示した。

このように固形は最も緩効的吸収経過を示し，粒状

および液肥がやや速効的吸収を示した要因は，局所施

肥と粂施およびそれらの肥料の土壌中における拡散分

布状態や啓解度の相違によって，肥効に差異をもたら

しているものと考えられる。

肥効発現の緩急によって形態形成に影響を及ぼし収

量を変動させるものと考えられるが，第4表にみる如

く粒状区は出穂期の茎葉と籾中の1甑分布割合が茎葉

部において高くなっていることは，深層追肥によって

穂の形成に有効に働く施肥となっていない点も指摘さ

れうると考えられる。したがって，固形と同様の肥効

を期待するとすれば，固形に比べて粒状は5日，液肥

では5日程度深層追肥の時期を遅らせることによって，

肥効の遅速を訴整することが可能と考えられる。

4．　あ　と　が　き

深層追肥用肥料として，固形肥料，粒状化成肥料，

液肥の5種類について，機械施肥を考慮して15封を利

用し肥効の差異を検討した。

その結果，固形に比べて粒状は5日，液肥は5日程

度早く肥効の現われることを確認した。したがって，

深層追肥の時期は肥料の形態をも考慮するべきであり，

固形に対して液肥は5日，粒状は5日それぞれ遅らせ

ることによって，肥効の調整が可能であると考えられ

る。

水稲に対する稲わ　ら施用試験

佐藤　俊夫・青柳　栄助・武田　正宏

（山形県鼻試）

1．　ま　え　が　き

水稲に対する堆肥の効果は従来より高く評価されて

いる。しかし近年になって，水田の区画拡大に伴う収

隆機の導入や，労働力の不足などから，堆肥づくりを

する農家が減少傾向にある。それどころか一部では貴

重な有機物資源である稲わらを，農作業上障害になる

として，妖却している農家もみうけられる。

このようなことから輩者らほ，稲わらの積極的な利

用法を兄いだし，地力の増強を計る必要があると考

え，稲わら施用が水稲の生育および水田土壌の理化学

性に及はす影響について検討し，稲わら施用が可能で

であることを確認したので，その結果について報告

する。

2．　試　験　方　法

1．試験は場の土壌型は灰褐色土壌粘土型で，試験

設計は第1表による。　稲わらの施用量は収穫した全

量を還元した場合を想定Ld OKg／aとした。試験は

昭和59年から44年まで占カ年継続して行なった。

45年度は稲わら施用の残効について検討中である。


